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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは記録を読んでから欄に捺印する事。

＜連絡事項＞

・土井勝広様～人格障害も考えられるため、個室より大部屋管理が必要とのこと。9号室より　　　　　　　　15号室に移室となる。

・晴山長司様～検査結果良好のため、糖尿食18単位が普通食に変更となる。ただし、間食は禁止。

・柏崎貞司様～粉瘤部からの排膿ある為、処置継続。5／24まで。

・田中豊三様～本日、排便7日間見られず。グリセリン浣腸の指示ある。以後、3日間排便無い時は浣腸をするようにとのこと。

・吉田光良様～吐気あるとのことでガスモチン処方となる。

・東海林康之様～尿酸値高値のため、ザイロリック処方となる。

・曽我正子様～本人、落ち込んでいるとのことでセロクエル1T　1×vds　7日分処方となる。

・林円様～本日より1日の喫煙が40本となる。

＜皮膚科新規・変更＞

・能登憲冶様～新規　1）白癬　両足・爪　ラミシール

2）急性および慢性湿疹　両耳・左膝　デルモベート

服薬　1）ラミシール1T　1×朝（以後定期へ）

・佐々木悦子様～1）白癬　両足　ラミシール、追加→入浴後にラップ保護

・木村義重様～2）急性湿疹　臀部・追加→躯幹

・吉田光良様～1）急性湿疹　全身　デルモゾールG軟膏

追加→陰部のみテラコートリル・アズクロ3日分

・高間木八男様～服薬　タベジール2T　2×1（朝・夕）7日分　

※飲み終えたら野沢先生に確認。

・河原木寛志様～4）瘭疽　右第1趾　アズクロ追加

　　　　　　　　服薬　サマセフ3Cap3×1　3日分

　　　　　　　　※飲み終えたら野沢先生に確認。

・田村喜七様～3）擦過傷　両足　アズクロ追加

・坂貢様～4）背部　擦過傷　アズクロ止め

＜新入院・要観察患者様について＞

・山内公博様　アルコール依存症

　18歳ごろに初飲する。その後からビール500ml×2／日くらいを続けていた。高校卒業後、靴の卸業を東京で行っており、毎日焼酎400ml程度飲んでいた。会社の中での人間関係のストレスも一因であった。42歳時に六戸に戻ってくるが、それでも飲酒は続いており一升程度（量を合わせれば）飲んでいた。夜間の睡眠不安定・脱力感出現し4月末頃より、椅子から立とうとしても立てず歩くこともできないことが飲酒中にあったという。飲酒に関しては、これまで断酒を試みたことはなく最終飲酒は昨日（5／14）、焼酎ワンカップ2本。今回、専門的治療を家族が希望し東D病棟20号室に入院となる。

· 本人、優しい性格である。精神科の入院は初めてのためおびえている様子。

· たばこ1日2箱吸う。家族としてはやめさせたいとの事で買い物カード作らず、必要な物はその都度差し入れするとの事。(２日に１度のペースで面会に来るとの事)

· 主治医より、アルコール治療そのものが初めてのため離脱症状に注意するようにとのこと。

· 家族洗濯となります。

・能登憲冶様～最近、眠れないとの訴え聞かれる。また、ここ何日かでテンションが上がっている様子。本日、洗濯について不満があり女子職員に対して怒鳴ることみられイライラしている様子。色情的発言も聞かれておる。睡眠状態の観察、表情・言動の観察など要注目とする。

・林円様～まだ、病棟になれていない様子で全体的におどおどしており職員にも気を使ってい様

子。5／13の準夜帯より、促しで配膳と下膳をするようになる。ただ、食べるのは自

室となっている。今後もステップアップできるよう援助する。

＜措置入院患者様について＞

・佐藤昌宏様～スタッフに対する暴力行為のため終日隔離となる。入室後も落ち着きなく、スタッフを呼んだり自室内ウロウロしている。話す内容も妄想と現実が混ざっている内容である。夜間の睡眠状態、妄想の内容、暴力行為の有無など観察をみつにして主治医に状態報告していく。

＜Dr川端ケースカンファ＞

・小笠原久年様～大声を上げたり、喫煙要求が頻回に見られる。現在、薬がごちゃごちゃに処方されているため薬を減らして症状をみたいとのことで減薬予定。

・柏崎貞司様～発熱は落ち着く。点滴は、本日の採血の結果をみて継続か中止か決める。

・東海林康之様～東A病棟よりB病棟へ移ってからも特に問題見られず、落ち着いて過ごす。

・曽我正子様～家族の面会にて、ポカリスエットの差し入れある。主治医より許可出る。













